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①全国高校総体 
８月５日（金）～６日（日）、宮城県塩釜市

で開催された全国高校総体の少林寺拳法に２

年１組の山上遥香さんが出場しました。昨年

度に続き２年連続での出場となりました。   

残念ながら準決勝での敗退となり、昨年度

の１４位を上回ることができませんでした。 

●結果 女子単独演武 予選通過 

 

 

 
      

 

 

 

 

 

 

 

②２ 学期始業式 
８月２９日（火）に２学期始業式を実施し

ました。校長先生の講話では、新潟日報の窓と

いう投書欄に掲載された高校生のキャビンアテ

ンダントになるために英語力と会話力を身に付

けるために勉強したいという投書と宮城音弥さ

んの「能力 努力 運～成功の条件と生きがい

～」を紹介され、西高生にも目標を明確にして、

それに向けての挑戦をして欲しいという思いを

話されました。その後、生徒指導部より、命の大

切さと周りに対しての心遣いの話しがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③Ｐ Ｔ Ａ生徒会意見交換会 
９月１５日（金）に PTA役員と生徒会役員

の意見交換会を実施しました。 

 PTAの西高祭（１０月２８日（土））企画参

加において、PTA 役員と生徒会役員が意見の

交換を行う会です。今年度は、３学年が揃う

最後の西高祭になるということで、生徒会か

らはこれまでにはなかった企画で、PTA の方

からも大いに西高祭を盛りあげて欲しいとい

う意見が出されました。また、PTA からも、

西高生とふれ合いを大切にしながら、西高の

歴史に花を添えられるようにしたいという意

見が出されました。具体的な企画については、

現在継続で検討をしています。 

今年度で４回目の PTA企画となりますが、

PTA と生徒会がひとつになり、運営をしてい

表題「澄みて輝く」は校歌「澄みて輝く 加治川阿賀
野」の一節です。本校生徒が加治川のように、心澄み輝
くことを願ったものです。 

校章の輪郭は八咫(やた)の鏡（姿だけでなく心を映
す）を表し内側のそれはあやめ城のあやめを図案化した
ものです 



 
くことになります。 

尚、その他西高祭では、クラス企画、クラ

ブ企画、委員会企画なども催します。一部、

入場制限がありますが、１０月２８日（土）

の西高祭には、多くの方からのご参加をお待

ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④保健講話 
９月２１日（木）６・７限に保健講話を実

施しました。 

今年度は、新発田保健所から保健師の関川

美穂様、医薬予防課係長の渡邉和子様をお迎

えし、「１０代のあなたへのメッセージ～性感

染症を知って予防しよう～」という演題でお

話をお聞きしました。望まない妊娠を防いだ

り、性感染症から自分を守るためには何が大

事かをお聞きしました。相手を思いやり、自

分を大切にして生きていくとの大切さを学び

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤人権教育･同和教育講演会 
９月２８日（木）１・２限に人権教育･同和

教育講演会を実施しました。今年度は、落語

家の露の新治師匠をお迎えし、「自分の人生、

自分が主役」という演題で、お話をお聞きし

ました。これまでの人生で感じられてきたこ

とを具体的な自分の経験から、軽快な語り口

調でお話しいただきました。笑顔や命を守る

ために学ぶことが人権教育･同和教育である

こと、自分のやりたいことを見つけ一生懸命

に取組むことが自分の中に存在する差別意識

をなくすことであることを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥西高ホームページ 
学校についての情報は、ホームページで定期

的に更新をしています。学校だより同様にこちら

の方もどうごご覧ください。 

西新発田高等学校ホームページアドレス 

www.nishishibata-h.nein.ed.jp/ 

でご検索ください。 

⑦来年度の西新発田高等

学校について 
 西新発田高等学校は、来年度平成３０年度

より、全日制普通科より定時制課程へと改組と

なり、「柔軟な学びを可能とする高校」となります。

全日制普通科の生徒募集が停止となり、平成３

０年度入学生は、定時制課程への入学となりま

す。２年間は、全日制普通科と定時制課程が混

在する形で学校が運営されることになります。

新しく生まれ変わる学校については、「地域の声

を聞く会（７月１日（土）実施）」では地域の方々

に対し、また「体験入学（８月２２日（火）実施）」

では中学生に対して、説明会を実施しました。

西新発田高等学校は、地域の方より応援をいた

だき、新しい歴史を作っていきます。 

尚、改組についてご不明なことがありましたら、

いつでも学校までお問い合わせをください。 


